
令和２年度９月補正予算の要領について 

令和２年９月１８日 

 今回の補正の主な内容といたしましては、 

地域おこし協力隊の新規配置に伴う 

地域振興経費の地域おこし協力隊推進経費の増額、 

市外からの若者の移住及び市内の若者の定着を図るための「住むなら喜多方！」

若者定住促進事業補助金に要する経費の増額に伴う 

移住定住促進経費の補助金増額、 

新型コロナウイルス対策として、私立保育施設が行う備品等整備に係る補助を実

施するための児童福祉諸費、市立こども園での温度顔認証端末等を設置するため

のこども園管理運営経費、児童クラブ館での温度顔認証端末等を設置するための

児童館管理運営経費、 

中山間地域等直接支払交付金に要する中山間地域等対策経費の交付金の増額、 

伝統的建造物群保存地区保存事業補助金に要する文化財保護経費 

などに要する経費を計上いたしました。 

 以上により、 

一般会計における補正予算の総額は、 

２億４，４７５万５千円、 

本年度予算の累計は、 

３２４億９，４６０万６千円となります。 
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令和２年度９月補正予算主な事業等一覧

（単位：千円）

地域振興課

1,522

5,900

こども課

7,736

4,414

13,909

農山村振興課

6,660

文化課

1,755

その他

202,859

合　計

244,755

伝統的建造物群保存地区保存事業補助金

〇児童館管理運営経費 　新型コロナウイルス感染症対策として、児童クラブ館に
備品等を整備
・温度顔認証端末等　学校利用を除く15館
・空気清浄機等　17館

新型コロナウイルス感染症対策備品等整備（温度顔
認証端末外）

　その他

　合　計

○中山間地域等対策経費
　中山間地域等直接支払制度の第５期対策となる本年度
から、交付単価要件が変更（８割単価から10割単価）とな
る集落に係る交付額を増額し、取り組みを支援中山間地域等直接支払交付金

〇文化財保護経費 　伝統的建造物群保存地区内にある「蔵座敷あづまさ」
の木製塀改修を支援
　改修費用　2,926千円×60/100＝1,755千円
　（うち、国庫支出金　1,755千円×65/100＝1,140千円）

〇児童福祉諸費  私立保育施設が行う新型コロナウイルス感染拡大防止
対策のための経費を支援新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補助金

〇こども園管理運営経費
　新型コロナウイルス感染症対策として、市立こども園（10
園）に温度顔認証端末等を設置新型コロナウイルス感染症対策備品整備（温度顔認

証端末外）

〇地域振興経費 　文化芸術の知識のある協力隊員を文化課に新たに１名
配置し、持続性の高い文化芸術のまちづくりを推進地域おこし協力隊推進経費

〇移住定住促進経費 　市外からの若者の移住と市内の若者の定着を図るた
め、住宅取得に係る費用を補助
　（当初予算　15,200千円に5,900千円を増額）「住むなら喜多方！」若者定住促進事業補助金

一般会計（９号補正）

事　　　　業　　　　等　　　　名

【主な歳出】

事業費 事業概要
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